
汁講（しるこう）
戦国時代には「汁講（しるこう）」という「味噌汁パーティー」があった。客人はご飯を弁当箱に詰めて持参する一方、もてなす側の主人は
味噌汁を用意する。味噌汁は鍋のまま客人の集う座敷に持ち出され、みんなで賞味した。明智光秀がまだ浪人の頃、妻が主人の顔を立てなく
てはと自分の髪を売ってまで用意した食材で作った渾身の一品である。他家の味噌汁より豪華だったということから、猪の肉が入っていたと
考えられるている。
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